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研究成果の概要 

 

本年度はまず異種感覚の可塑性に着目し、感覚統合の場として近年着目されている視覚関連

領域において、視覚遮断によって、第一次体性感覚野からの機能的入力が増加することを明らか

にした。これはミクログリアと言われる脳免疫細胞の機能により、抑制性シナプスを剥がすことによっ

て興奮性入力が活性化される仕組みである。さらにここにはメタロマトリックスプロテアーゼが関与

することを明らかにした。またこの仕組みによって感覚識別学習の機能が向上することも見出した 

(Hashimoto et al., 2023)。  

また的場 G と２光子励起ホログラフィック顕微鏡 DHTPLM の高機能化を図り，脳深部の計測・操

作および仮想感覚の創出のための技術及びシステムを開発し，榎本グループ，長谷部グループと

協働して研究を進め、今年度は表面から 0.5 mm 深さでの２光子励起ホログラフィック光刺激及び

Ca2+蛍光観察に向けて，位相補正技術及びイメージング技術について実験及びシミュレーション

で研究を進めた。また，３次元映像表示も半年間前倒しで開始した。 

榎本グループは、ショウジョウバエにおいて、中枢から末梢へと出力するフィードバック回路を介 

した末梢－中枢クロストーク機構により、個体の摂食状態をセンスし、摂食中は痛覚感受性を 

負に制御する（痛覚応答を低下させる）ことを見出した（Nakamizo-Dojo et al. Nature Commun in 

revision）。さらに、ヒトとショウジョウバエで強く保存されている発達障害関連遺伝子 を、それぞれ

ノックアウトしたハエ変異体は、いずれも顕著な痛覚過敏を呈することを見出した（未発表）。発達

障害関連遺伝子約20個について、ショウジョウバエ痛覚回路を構成する個々のニューロン（末梢、

中枢）にマップした。これを和氣Gと共同でマウスの末梢神経に作用させている。 

長谷部グループでは免疫系網羅的解析プラットフォーム開発とそれを用いた解析として、ヒトと

マウスの免疫細胞を自然免疫系、獲得免疫系それぞれ 30 ほどの分画に分けたフローサイトメトリ

ー解析・細胞単離から各細胞集団の機能解析、遺伝子発現解析、ゲノム DNA 解析が可能なプラ

ットフォームを R４年度に生理学研究所 分子神経免疫研究部門に導入した。 
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